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1　＿　　轟古「妄当‾

腰関節周囲盤は響　通称　閂蕊十嗣輝　と呼ば乳ており－

牽くは35盛鎚砕かち発症する厨閤胎内圧播を揮う疾患

である．この炭塵は雷　厨甲骨佳騨脚佳き　由井備党磯部

㌃晶る蔚韓拍群細雨雨下に作用ずる圧迫カに超過する

と考えられ．」こ腕（肌用eruS）　拳上に従い上腕骨感と

厨韓の間が狭くなると鶉に．ニれち鞘間を通る腱擬に

理性的な圧迫を生ずる．文に雷　加齢による雛擬覇不可

避的退行蛮性が加わり，苑碇すると苦れている．

轟疾患に対する治療法として曹　鞋撹への圧迫力緩識

を目的とした烏口厨峰尉帝（Coracoacromialliga払etlL）

皆韓術および前沼棒形成購拍血潮汀紺由心地症叩佳封五

が臨媒的に行ゎれている．前者で蛙圧迫力を璧抒る挺

挺の藍よを走行する鳥目対韓勒街を窃醸し書　後濱虻蘭

島日嗣蜂扱帯切除故さちに崩埠下面鞘前縁界鵡を削る

ような骨切りが行わ鈍る．しかしながち．セれち術法

の効果については主に臨抹的評価がなされているのみ

であ奮j．題目崩噂粗野切除のみで障崖が河鹿であるか

など解明されるべき点が争い．そこで本研兜では．墟

監導屯ゴムを応用した圧力センサにより各手嶋前後に

おける層蝉下碍捷触圧力分布を測定し．これち解法萬

除圧劫架王ついて検討した．

望　●　策腱プぎ法

センサは国王に示すように，感旺導電ゴムを鋼板電

線で挟み込んだ韓億牒セグメント華イプセンサを使用

した．センサの測定範囲は15X4袖nであり．罰峰の内

一鉢鵡にそれぞれま岳鹿妻　酢3苫慮帝測定点整宿ずる．右

肩閣廊を測定対象とし．センサは回2に示すように眉

間廊の層峠下やや内側に挿入した．なお．センサ設寵

位置はX線写泉撮影により確認した．

厨関節切鞘産後の術前，鼻白厨嵯勒帝切除後㌧　蓮ち

に前厨棒形成特捜において上県を徒事的に準上空せ，

寧上角度が　0●．30－．60●．900の状態で測定を行った．

Corlductive rubber

E輌e田函濫麗璽
‾て；‾二＿型劃＿＿山＿＿＿＿－＿。王

Lead

摘醐

師　　轟抽　　鮎盛摘曽軸昏松電

F【払1Condu感v8rubb8rS8nSOr

如げ紺‥銅

㌔

Hu椚ruS

染　田通日琶

l

S鋸＝用r

翫摘銅摘刃融潮

毒i馨柑紺璽

Fig．2Locationof細nSか

3。　説堵肇窒縫製

蘭3はi芋粥前操に戯抒る層陸軍甫撼儲億烏憤慨場

示したも萬で晶ij蓼　国中（臨）は術前．＝H＝鹿島目

厨時報蒋切除礎，モG）佳縮鰯梯形銀輪操爵哲郎菅ぁ

る．なお．圧力値の大増さは国中下にホすように色の

濃淡で盤如した．また．園4は放鳥旺力分布から換許

した荷盤他の変化をホしたものである．棒グラフは各

率土角における術前鎧の蜜化翫　蕊た折転綾ゲ当ラ建

術前後における挙上軋肛に伴う栗化をそれぞれ麗した．

術鰐の腰軽下棲息圧力分布かち一　層韓下降鑑前菅密

接触領域は層峠下面内外側に経って分布し．＿まこ幾の挙

上に伴い畔上角30●　以」二では旺力が増加すか城向が見

ち艶た．鬼日嗣棒靭帯切障操におち篭苦は．題目蔚蜂靭

帝劇材潜部署ある内情輝付近蔚圧力建減凍摩轟が．避

に外硝菅蛙鞄庄前に比べ闇…書が増加替る械陶が見ち艶

た．また前胴峠形成抽挫宣おいては，借切りを持った

層峰‾F面内冊・外側ともに旺力が臓器に減少しており．

挙上によっても圧力は僅かに嘲加するのみであった．
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